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1 ) 宇田川武俊「稻作におけるエネルギー費の實態とその對策」『農業と經濟』46-2 (1980
年)。






リウムなどの學榮養分の多寡) のみではなく，土壤の物理$% (保水性，&氣性) や，
生物學$% (ミミズ，'生物) などの多くの素によって形成される總合な因で決
定する3)。





3 ) 野口彌吉ほか『農學大事典 (增訂改版)』(養賢堂，1975 年) 1767 頁。

















































































A 養分供給力 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
B 養分の/慢かつ繼續供給 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
C /衝能 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○




E 水分供給，排水性，6水性 ○ ○ ○ ◎
F &氣性 ○ ○ ◎
G 易性 ◎ ○ ○ ○ ○




I *機質分解，窒素固定など ◎ ○ ○ ◎
J 病原菌，5蟲の暴發防止 ○ ○ ◎
































5 ) 農協,『*機質肥料の作り方い方』(農山漁村協會，1974 年) 31-32 頁。























料供給 (自給肥料，いわゆる「手閒肥」) の段階から，K入でより多くの肥料を入手する (販
賣肥料またはK入肥料，いわゆる「金肥」) 段階への移行が實態である。市村 [2010] で揭載
した圖 1 をご覽いただきたい9)。學肥料は未用の段階であり無機質肥料を除くのであ
6 ) 農林水產省農業M境技硏究N,『農・林・水生態系へのアプローチ』(農林水產技O報
協會，1986 年) 106 頁。
7 ) 足立J二「末淸初の一農業經營 ―― 『沈氏農書』の再P價――」『林』61-1 (1978 年
a)，「大豆粕液&と淸代の商業農業」『東洋硏究』37-1 (1978 年 b)，後どちらも『淸
中國の經濟$%』(汲古書院，2012 年) N收。













































11) 大澤正昭『陳旉農書の硏究 ―― 12世紀東アジアの到點』(農山漁村協會，1993 年)
64 頁。
12) 天野元之助「陳旉『農書』と水稻作技の展開」『東方學報 (京都)』19 (1950 年)，21
(1952 年)，後『中國農業硏究』(御茶の水書`，1979 年) N收。



























































參考：http : //www.pref. saga. lg. jp/web/library/at-contents/shigoto/nogyo/nougyougijutsu/
jizoku/pdf/A1.pdf






































































參考：http : //www.maff. go. jp/j/seisan/kankyo/hozen_type/h_sehi_kizyun/pdf/h19-2-8.pdf
17) F・H・キング「廢物の利用」『東アジア四千年の永續農業 (上) ――中國，-鮮，日本
――』(農山漁村協會，2009 年) 208-211 頁。









































































19) W・ワグナー著，髙山洋吉譯『中國農書』下卷 (刀江書院，1972 年) 61-65 頁。







































































25) 足立J二「宋代兩浙における水稻作の生產力水準」『學部論叢 (熊本大學)』17 (1985
年)，後『淸中國の經濟$%』N收。

































28) 例えば，『宋會輯稿』食貨 1-12，檢田雜錄，乾¸ 6 年 6t 27日戶部尙書曾懷の言に「或
*豐熟去處，收割禾稻了，當却開撅圍岸，放水入田」とある。曾雄生の關心は，冬と冬
湛水田の存在を指摘することにより，裏作の缺如を論證し，宋代における二毛作Tを
批±することにあった (曾雄生「析宋代“稻麥二熟”說」『歷硏究』2005 第 1)。






































した綠肥については陳良佐 [1973] が詳しく，深については足立J二 [1987] が人力農
具を中心に論じているので，そちらに讓る29)。
田畑輪奄は水旱輪奄ともいい，同一地において一年または數年周で水田と畑とを





29) 陳良佐「我國歷代農田施用之綠肥」『大陸雜誌』46-5 (1973 年)。足立「淸時代長江大液
域の水稻作の發展」(1987 年)。
30) 野口『農學大事典』1451-1452 頁。































31) 周Á吉之「南宋に於ける麥作の奬勵と二毛作」『日本學士院紀』13-3・14-1 (1955 年)，
後『宋代經濟硏究』(東京大學出版會，1962 年) N收。李根蟠「長江下液稻麥複種制
形成和發展 ――以Ã宋時代爲中心討論――」『歷硏究』2002 年第 5。
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は，檢討すべき點である。
地力維持あるいは向上のための生物性は，田畑輪奄が*效な生產管理である。市村
人 [2012] は中國農業に見る田畑輪奄のパターンを檢討した。田畑輪奄という觀點から
すると，¨括される作付のパターンは多樣で，土地生產性を髙める二毛作のような地力
を收奪するパターンと，水稻作の後作に綠肥9物を栽培する地力を囘復するパターンを
といった，目の衣なる田畑輪奄が存在することがらかとなった32)。したがって，輪
作，連作，混作が發展することは土地生產性の向上を說できるが，地力の側面からす
る收奪と囘復の二つであることに#が必である。
G代の中國水稻作を理解するにあたって，現代農學の知見を活かして分析すると，
「不合理」なものと±斷せざるを得ない樣々な作業や技が存在する。このような「不合
理」と目されるものは，分析對象として^象されることがほとんどで，現代と比して
¶色ないものが分析對象となりがちであった。これまでの筆者の硏究と，本稿の檢討で
は，先行硏究が閏分な檢討を重ねなかった，作業や技について，現代農學の知見を活
かしてあるo度の成果を得た。また，「不合理」と思われたものが，「合理」な側面を
*していることも確Wできた。現在の硏究狀況はG代中國農學のあり方そのものを理
解すべき段階に至っているのではないかと考える。G代中國農學はいうまでも無く，
現代農學とは衣なる知識體系であり，重視された作業や技が，どのような思想背景
から生み出されたかという點に分析がTんでいく必がある。今後檢討を重ねていくべ
き點であろう。
32) 市村人「「二毛作觀」の限界 ――農技分析指標の再檢討――」『中國言語硏
究』12 (2012 年)。
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